
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 土岐市立曽木小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２７日（月）１１月２日（日） 

実 施 概 要 
  

①家族参観 ②町公民館祭参加 (オペレッタ・リズムに参加) 
③福祉のつどいに参加(オペレッタ) 

実 施 内 容 
 
学習・取組の分野 
 □自然   □レ歴史   □レ文化   □産業  □レその他 福祉 

 
公開の方法 
 □レ授業公開 □レ成果発表 □レ交流活動 □講演会等 
 
 □レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ４０人  
  計     ２４０ 人 

地域関係者 約 ２００ 人 

 

実 施 状 況 

 
１０月２７日 
 地域の６５歳以上の独居老人 ８０歳以上の老人世帯 寝たきり老
人の介護者対象に「福祉のつどい」が開催された。  

 その場で、「オペレッタ（みんなの曽木小学校 いつまでも心の中に
）」を披露し交流を図った。 

 
１１月２日 
・授業参観日を設定し、学校での児童の様子や日ごろの教育活動を公
開した。 

・公民館祭りに参加  
 
 ①「オペレッタ（伝統をうけつぐ曽木のうちばやし）」（曽木町に伝
わっている土岐打囃子にこめられた思いを歌と劇に構成）を上演し、
学習の成果を披露した。また、校歌を地域の方と一緒に歌った。  

 ②地元の方々に教えていただいた踊りを、一緒に踊った。  

 

成果及び課題 

 
・地域の方や保護者の方に、児童の成長や学校での活動の成果を観て
いただくことができた。 

 
・地域に伝わる話を歌や踊りに表現することで、ふるさとの良さを再
確認し、ふるさとを守っていこうとする心が育った。  

 

・地域の方や保護者の方からは「子どもたちの一所懸命活動する姿や
美しい歌声がよかった」「『みんなの曽木小学校  いつまでも心の中
に』を観て感激した」と高評価を受けた。  

 


